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携

帯

電

話

と

コ

マ
ー

シ

ャ

リ

ズ

ム

藤
森

猛

「
司
机

」

と

「
手
机

」

九

七
年

の
年

末
、

天
津

市

に

一
か

月

ほ
ど

滞
在

し

た
。

天
津

に
到
着

し
た

夕

方
、

タ
ク

シ
ー

に
乗

っ
て
宿
舎

ま

で
向

か

っ
た
。
乗

っ
て
し
ば

ら
く

し

て
か

ら
、

ポ

ケ

ッ
ト

ベ
ル

の
鳴

る

よ
う

な
音

が
聞

こ
え

た

か
と

思
う
と

、
「
司

机
」

(
タ
ク

シ
ー

の
運
転
手

)

が
携
帯

電
話

を
取

り

出

し

て
、

ハ
ン
ド

ル
片
手

に
通
話
を

始

め

た
。

市
街

は
ち

ょ
う

ど
夕
方

の
ラ

ッ

シ

ュ
ア

ワ
ー

の
時

間
帯

で
あ

り
、

運
転

は
大

丈

夫
か

と
、

冷

や
汗
も

の
で
あ

っ

た

。
通

話

が
終
わ

っ
た

後

に
、

そ

の
携

帯

電
話

は
本

人

の
持
ち
物

か

と
尋

ね

る

と

、
運

転
手

は
堰

を
切

っ
た

よ
う

に
中

国

の
電

話
事

情
な

ど
を

次

々
と
語

り
は

じ

め
た

。
中

国
語

で
携
帯

電

話
は

「
移

劫

屯

活
」
、

「
携
帯

屯
活

」
、
「
大

寄

大

」

と
呼

ば

れ

る
が
、

最
も

一
般

的
な
名

称

は

「
手

机

」

の
よ

う

で
あ

る
。

さ

て
、

こ

の

運

転

手

に

よ

る

と
、

わ

り

と

ポ

ピ

ュ
ラ
ー
な
携

帯
電
話

が

「
摩
托

夢
拉

」

(
M
O

T
O

R
O

L
A
社
)
で
あ

り
、
同

僚

が

「
、
利
浦

」

(
フ
ィ

リ

ッ
プ

ス
社
)

の
携
帯

電
話

を

二
千
元

(約

三
万

二
千

円
)
程

度

で
購

入
す

る
と

語

っ
た
。

さ

て
車

は
交

差

点
を
左

折

し
よ

う
と

し
た
時

に
、

突
然

、
交

差
点

で
公

安

の

人

に
大

声

で
呼

び

止

め
ら
れ

た
。

運
転

手

は
血

相

を
変

え

て
車

を

飛
び

出

し
、

た
く

さ
ん

の
車

や
自
転

車

が
渋
滞

し

て

い
る

の
も
構

わ
ず

、
公

安

の
人

に
猛
烈

な
抗
議

を

し
た
。

私

は
車

の
中

で

二
十

分
ほ

ど
待

た
さ

れ
た

が
、

目
を
覆

い
た

く
な

る
よ
う

な
大

渋
滞

に
な

っ
た

こ
と

は
言
う

ま

で
も

な

い
。

結
局

、
運

転
手

は
左
折

禁
止

の
所

を
曲

が

ろ
う
と

し

た

こ
と

で

「
罰
款

」
(
罰
金
)
を
支
払

う

こ

と

に
な

っ
た

ら
し

い
。
宿
舎

に
到
着

し

て
か
ら
、
そ

の
運
転
手

は
、
「
名
片

」
(名

刺
)
を
渡

し
、
「
い
つ
も
安

全
運

転

で
あ

る
か
ら

、
北
京

な
ど

に
タ
ク

シ
ー

で
行

く

と
き

は
ま

た
電
話

を

し

て
呼

ん

で
く

だ

さ

い
」

と

語

っ
た
。

果
た

し
て
そ

の

名

刺

に
は

「屯

活
」

(会
社

の
電
話
)

・

「俸
真

」

(会

社

の

フ
ァ

ッ
ク

ス
)
・
「宅

屯

」

(自

宅

の
電
話

)
・
「手

机
」

(携
帯

電

話
)
・「
B

P
」

(ポ

ケ
ッ
ト

ベ
ル
)

の

五
種
類

の
番

号

が
ぎ

つ
し
り
と

並

ん
で

い
た
。

現
在

の
中

国

に
お

い
て
は
、

「
手
机

」

と
呼

ば

れ

る
携

帯

電

話

と

「呼

机

」

・

「
尋
呼
机

」

あ

る

い
は

「
B

P
机

」
・
「
B

B
机

」
・「
P
B
机

」
と
呼

ば

れ
る
ポ

ケ
ッ

ト

ベ
ル
が
街

に
溢
れ

て

い
る
。

天
津

の

「
珈
酢

棺
」

(喫

茶
店

)

で

コ
ー

ヒ
ー
を

飲
む

と
き

、
「
麦
丹

労
」

(
マ
ク
ド

ナ

ル

ド
)

で

ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
を
食

べ
る
時

な

ど
、

容
赦

な
く

携
帯
電

話

や
ポ

ケ
ベ

ル

の
音

が
鳴

り
響

き
、
大

声

で
話
す

中
国

の
人

に
出

く

わ

す

の
が

し

ば

し

ば

で

あ

っ
た
。

ま
た

日
曜

日
、

ア

メ
リ
カ

の
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天津市内のポケッ トベル ・携帯電話販売店

サ

ス

ペ
ン

ス

・
ア
ク
シ

ョ

ン
映

画

『特

工

狂

花

』

(
邦

題

「
ロ

ン

グ

・
キ

ス

・

グ

ツ
ド

ナ
イ

ト
」
)

を
市

内

の
繁

華

街

「演

江
道

」
の
映

画
館

に
見

に
行

っ
た
。

上
映

中

の
劇

場
内

で
ポ

ケ

ベ
ル

の
音

が

何

回

か
鳴

り
、

果
た

し

て
そ

れ
は
映

画

の

シ
ー

ン
に
出

て
く

る
携

帯
電

話

の
音

声

な

の
か

、
ま

た
は

映
画

館

の
観
客

の

誰

か

が
持

っ
て

い
る
携

帯

電
話

の
音

声

な

の
か
区
別

で
き

な
か

っ
た
。

「亀

視
台

」

と

「屯

視
創

」

天
津

に
き

て
か
ら

、
朝

晩

の
楽

し
み

は

「
屯

視
」

(
テ
レ
ビ

)
と

な

っ
た
。

テ

レ
ビ

チ
ャ

ン
ネ

ル
は
ま

さ

に

「
百
花
芥

放

」

で
あ

り
、

二
十

四
時

間

に
わ
た

っ

て

テ
レ
ビ
放

送

が
楽

し
め

る
。

天
津

の

テ

レ
ビ

チ

ャ

ン
ネ

ル
は

、

「中

央

屯

視

台

」

(中

央

テ

レ
ビ

局

)
が

全

部

で
八

チ
ャ

ン
ネ

ル
で
、

そ

の
う
ち

「
屯

影
頻

道
」
(映

画
専

門

チ
ャ

ン
ネ

ル
)
、
「
文

芸

頻
道

」
(文
芸

専

門

チ
ャ

ン
ネ

ル
)
、
「
体

育
頻

道
」

(
ス
ポ

ー

ツ
専

門

チ

ャ

ン
ネ

ル
)
な

ど
が

あ
り

、
例

え
ば

テ
レ
ビ

で

劇
映

画
を

朝

か
ら
晩

ま

で
み

る

こ
と

が

可
能

と
な

っ
た
。
ま

た
地

方
局

と

し

て

「
天
津

屯
視

台

」
が
全
部

で

三
チ
ャ

ン
ネ

ル
、
「
北
京

屯
視

台
」
も

全
部

で
三

チ
ャ

ン
ネ

ル
あ

り
、

こ
れ

に

「天

津
有

銭
屯

視

台

」
な

ど

の
有
線

放
送

と

「山

奈
屯

視

台

」
な

ど

の
衛
星

放

送
番
組

も
加

え

る
と

、
お

び

た
だ

し

い
数

の
チ
ャ

ン
ネ

ル
数

と
な

っ
た
。
中

国

の

テ
レ
ビ
放

送

(白

黒

)
の
始

ま
り

は

一
九

五
八
年

で
あ

り
、

七
三

年

に
カ

ラ
ー

テ

レ
ビ

の
本

放

送
が

開
始

さ

れ
た

こ
と
を

思
う

と
、

わ

が
国

以
上

に
、

中
国

に
お
け

る

テ
レ
ビ

放

送
事

業
普

及

の
テ

ン
ポ

が
速

か

っ
た

と

い
え

る
。

さ

て
、

天
津

で
様

々
な

テ
レ
ビ
番

組

を

見

た
中

で
、

日
本

の
テ
レ
ビ

番
組

も

た
く

さ

ん
目

に
す

る
こ
と

が

で
き
た

。

中
国

に
お

い
て
、

日
本

の

テ
レ
ビ
番

組

は
、
特

に
若

者
を

主

人
公

と
す

る
恋

愛

ド

ラ

マ
と

、

子

供

向

け

の

ア

ニ
メ

ー

シ
ョ

ン

の
人
気

が
高

い
。
改

革

開
放

以

後

は
ド

ラ

マ

『
お
し

ん
』

の

テ
レ
ビ
放

送

が
爆

発
的

な

人

気

と

な

っ
た

後

は

、
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山

口
百

恵

の
恋
愛

ド

ラ

マ
『
赤

い
…
…
」

シ
リ

ー
ズ

が
高

い
視
聴

率

を

マ
ー

ク
し

た
。
「
山

口
百
恵

」
は
、
現

在

で
も

中

国

の
テ
レ
ビ
雑

誌

や
映

画
雑
誌

で
は
歌
手

で
は

な
く

「女

演
員

」
(女

優

)
と

し
て

紹
介

さ

れ

て

い
る
。

ま

た
堀

ち

え

み

・

風
間

杜
夫

が
か

つ
て
主
演

し
た
恋

愛

ド

ラ

マ

『
ス
チ

ュ

ワ
ー
デ

ス
物
語
』

は

八

八
年

に
中

国

で

『
空
中

小
姐

』

の
名

で

放
映

さ

れ
、
人

気
を

呼

ん
だ
。

九

四
年

の

『
奥
特

曼

』
(
ウ

ル
ト

ラ

マ
ン
)
の
大

ヒ
ッ
ト
な

ど
も

記
憶

に
新

し

い
.)
今

回
、

天
津

の
テ

レ
ビ

放
送

の
中

で
は
、

六
〇

ー
七

〇

年

代

に
日

本

で
放

映

さ

れ

た

『
金

メ
ダ

ル

へ
の
タ

ー

ン
』

な
ど

の

ス

ポ

ー

ツ
根

性
も

の
ド
ラ

マ
や
、
『
ジ

ャ

ン

グ
ル
大
帝

』

な
ど

の
ア

ニ
メ
ー

シ
ョ

ン

を

童

心

に

戻

っ
た

気

持

ち

で

観

賞

し

た
。

な

お
中

国

で
放
映

さ
れ

る
外

国

の

番
組

は

す

べ
て
中

国
語

に
よ

る
吹
替

え

と

な

る
が
、
吹

替

え
俳

優

(
声
優

)

の

質

の
高

さ

に
は
驚

か
さ
れ

た
。

ま
た

中
国

の
テ
レ
ビ

ド

ラ

マ
は

「
由
一

視
刷

」
と
呼

ば
れ

る
。
あ
る
中

国

の
ホ
ー

ム
ド

ラ

マ
で

こ

の
よ

う

な

シ

ー

ン
が

あ

っ
た
。

親
子

三

人

で
暮

ら
す

家

に
祖

父

・
祖

母
が
訪

ね

て
き

た
。

一
家

三
代

が

団

ら

ん

す

る

部

屋

で

は

「
室

凋

」

(
ク

ー

ラ

ー
)

が
効

き

、

大

型

の

「彩

亀

」
(
カ
ラ

ー
テ

レ
ビ
)
と

「
泳
箱

」
(冷

蔵
庫

)

が
揃

っ
て

い
る
。
小

さ
な

子
ど

も

は
祖

父

母

の
た

め

に

ダ

ン

ス
を

踊

り

、
若

い
奥

さ

ん
は
編

み
物

の
手

を
休

め

て
携

帯
電

話

で
友
人

と

お
し

ゃ

べ
り

を

楽

し
む
.)
ご
主

人

は
花
柄

の

エ
プ

ロ

ン
を

し
て
、

自
分

の
両

親

の
た

め

に
料

理

の
腕

を
披

露
す

る
。

こ
れ
は
中

国

の

経

済
状

態

が

「
小

康
水

平

(
ま
ず

ま
ず

の
状
態

)
」
か
ら

さ
ら

に
上
昇

し
、
特

に

都
市
部

の
生

活

レ

ベ
ル
が
急

速

に
豊

か

に
な

り

つ
つ
あ

る
象
徴

の
よ
う

で
あ

っ

た
。

ま
た
多

く

の
日

本

の
テ

レ
ビ
ド

ラ

マ
が

中

国

に
お

い
て

ヒ

ッ
ト

す

る

の

は
、

現
在

、
中

国

の
人

々
が
望

む

ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル
が
、

七
〇

～
九

〇
年

代

に

至

る
時

期

に
制
作

さ

れ
た

日
本

の
テ
レ

ビ
ド

ラ

マ
の
中

に
お

い
て
描
写

さ
れ

て

い
る
た
め

な

の
か

も

し
れ
な

い
..

ヘ

へ・
.

慕

而調
還

r

.
、

フノ
で

サミ

ね

ば
メ

ぢ

ゑ
も
コ

ミ

が

猫

鋼

購ゴ∵
'

4

ハ灘

二

㍗

寵
転
愚

リ

へ

で

　

コ

し

　

　

じ

に
　

　

し

　
コ

げ
ヲ

幽

-メ塩
天漣の繁華街 「演江道」
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「
　
告

」

と

「
手
机

」

中

国

の

テ

レ

ビ

放

送

に

お

け

る

コ

マ
ー

シ
ャ

ル
は
、

七
九
年

に

「
上
海

屯

視
台

」

が
中

国
最

初

の

テ
レ
ビ

コ
マ
ー

シ

ャ

ル

を

放

映

し

た

の
が

最

初

で

あ

る
。
今

回
、

天
津

で
テ

レ
ビ

番
組

を

見

て

い
る
と
、

コ

マ
ー

シ
ャ

ル

の
多

さ

に

改

め

て
驚

く

と
と

も

に
、

特

に
食

品

・

薬

類

・
日
用

品

・
家
電

製
品
等

が
激
烈

な

販
売
競

争

に
な

っ
て

い
る
こ
と

を
感

天津市市内電話局前の
カード式公衆電話

じ

た
。
ま

た

、

テ

レ
ビ

コ

マ
ー

シ
ャ

ル

の

一
つ
と

し

て

「屯

視
直

硝
』
(
テ

レ
ビ

直

販
)

と

い
う

テ

レ

フ
ォ

ン
シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ
番
組

が

放
送

さ

れ

て

い
た
。

テ
レ

ビ

視
聴
者

は

、

テ
レ
ビ

を
見

て
、
購

入

し

た

い
と
希

望
す

る
品

物
を

電
話

を

通

し

て
申

し
込

み
を

す

る
も

の

で
あ

り

、

わ

が
国

や
欧
米

で
は
馴

染

み

の
深

い
商

品

販
売
方

法

で
あ

る
。
番

組

で

は

「
屯

脳
按
摩

椅
埜

」
(電

気
按

摩
椅

子

)
な
ど

の
健

康

関

連

機

器

が

次

々

と

紹

介

さ

れ
、

中
国

の
消

費

の
多
様

化

を
物

語

る

よ
う

な

テ
レ

ビ

コ

マ
ー

シ
ャ

ル

で
あ

っ

た
。ま

た
天

津

で
は

テ

レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ

ル
以
外

に
も
、

電
話

を
使

用

し
た
様

々

な
商

品
販

売
方

法

に
出
会

っ
た
。

例
え

ば
路

上

で
、
外

国

人
向

け

の
中
国

語
家

庭

教
師

の
売

り

込

み

の
広

告
を

配

っ
て

い
る

の
を

何
度

か
見

か
け

た
。

そ

の
チ

ラ

シ
に
は
、
「
我

々
…
…
家

庭

教
師
協

会

は
、

中
国

語

の
レ

ベ

ル
が
高

く
、

…
…

経

験
豊

富

な
プ

ロ
の
先
生

方

が
数
多

く

お
り
ま

す
。

…

…
ま

ず
は

我

々

に
連

絡

く

だ

さ

い
」

と
中

国
語

、

日
本
語

、
英

語

、
韓

国
語

で
書

か

れ

て

い
た
。

チ

ラ

シ

の
最

後

に
は
電

話
番

号

が

い
く

つ
か

書

か

れ
、
す

べ
て

「
B

P
」

と
記

し

て

あ

っ
た

。

ま

た
あ

る
時

は
天
津

の
南

京
路

に
あ

る
食
品

店

の
チ

ラ

シ
を

も

ら

っ
た
。

チ

ラ
シ

に
は

「
…
…

十

二
種
類

の
違

っ
た

ピ

ザ

(
「
比
炉
餅

」
)
と

異

国
風
味

の
日

本

の
た

こ
焼
き

(
「
日
本

蛸
焼

」
)
を

ご

賞
味

く

だ
さ

い
…

…
」

と
書

か
れ

、

五

㎞

以
内

は

「
免
費

送

餐
服
劣

」
(無

料
宅

配

サ

ー

ビ

ス
)

を

す

る
と

記

載

さ

れ

、

「
手
机

」
の
番

号

が
書
か

れ

て

い
た

。
た

め

し

に
電
話

を
す

る
と

、
愛

想

の
良

い

青
年

が
応

対

に
出

た
。
ピ

ザ

の
種

類
は

八
種

類
あ

り

、

一
つ
二
十

五
元

の
ピ

ザ

を

二

つ
注

文

し

て
み
た
。

そ

れ
か

ら
待

つ
こ
と
わ

ず

か

二
十

分

、
出
前

の
人
が

ほ

か
ほ

か

の
ピ

ザ
を

持

っ
て
現
れ

た

の

で
あ

る
。

渋
滞

の
中

を
宿

舎

か
ら
店

ま

で

タ
ク

シ
ー

に
乗

っ
て
往

復
す

れ

ば
最

低

一
時
間

半

は
か
か

る

こ
と
を

考
え

れ

ば
、

た

い

へ
ん
便

利

に
感
じ

た
。
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さ

て
天
津

へ
来

て
か
ら

二
週
間

ほ
ど

し

て
か

ら
、

仕
事

の
関

係
上

、
帰

国

の

日
ま

で
携

帯

電
話

を
持

つ
こ
と

に
な

っ

た
。
そ

の
携

帯
電
話

に
は

「
摩
托

夢

拉
」

と
表

示

さ

れ

て
お
り
、

い

つ
か

の
タ

ク

シ

ー

の

運

転

手

の
顔

を

思

い
浮

か

べ

た
。

ま

た
画

面

上

に
中

国
語

の
文

字
も

表

示

さ
れ

る

こ
と

か

ら
、
説

明
書

に
は

こ

の
携
帯

電

話

の
名

称
を

「
中
文

屯

活
」

と

書

か
れ

て

い
た
。

こ

の

「手

机

」
を

使

い
始

め

る
と
、

最
初

は

四
六
時

中
響

く

音

声

を
多

少
煩

わ

し

く
感

じ

た

が

、

あ

る

日
、
道

端

で
携
帯

電
話

を
持

っ
て

中

国

語

で
大

声

で
通
話

を

し

て

い
る
自

分

自
身

の
姿

に
気
づ

い
た
。

帰

国
後

、
家
内

か

ら
携
帯

電
話

を

購

入
し

た

い
と

の
提

案

が
あ

っ
た
。

し

か

し
、
天
津

の
テ
レ
ビ
ド

ラ

マ
で
見

た

「
妻

は
携

帯
電

話

で
お
喋

り
を

し

て
、
夫

は

エ
プ

ロ
ン
を

し

て
食

事

の
準

備

を

す

る
」

シ
ー

ン
が

頭
か

ら
離

れ
ず

、
未

だ

購

入
す

る
か
ど

う
か

の
決

断
を

し
か

ね

て

い
る
。(愛

知
大
学
現
代
中
国
学
部
講
師

)

「
軽

」
1

「
姑

」
1

「
駅

」

高

明
潔

日
本
語

の

「
駅
」

は
中

国
語

の

"牟

姑

"

の
意

味

で
あ
り

、
古

代
中

国

で
は

"
降

"
を

用

い
て

"
姑

"
を

表

し
た
。
ま

た

"
蜂

"

の
読

み

方

は

"
旨

"

で

あ

り

、
各
種

の
字

典

の
中

に
お

い
て
も

繁

体
字

(
旧
字
体

)

の

"騨

"

と
書

か
れ

る
。

中

国
語

の

"
蜂

"

は
、

一
般

に
古

代

に
お

け

る
専

ら
公

文
書

を

送
り

届
け

る
人
員

お
よ

び
行
き

来
す

る
官

吏

た

め

に
設
け

ら
れ

た
臨
時

の
滞

在

場
所

で
あ

ぱ

ひ

ナ

り

、
ま

た
乗

用

の
馬
匹

や
車

両
を

交
替

す

る
場

所
を

備
え

て

い
た
。

現
代

中

国

の

政

府

職

員

の
た

め

に

設

け

ら

れ

る

"招

待

所

"

や

"
亦

事

姓

"

(事

務

所

)

な
ど
と

類
似

し

て

い
る
。

"
蜂

"
は

一
般

に

"降

道

"
を

繋
ぐ

道

中
各
所

に
設

け

ら
れ

て

い
た

。

"降

道

"

は
古

代

の

"
軽
島

"

(
駅
馬

、
宿

場
馬

)

や

"鋒
李

"
(
車
両

)
が

通
行
す

る

た
め

に
開

か
れ

た
古
代

交
通

に
お
け

る
幹
線

道

路

で
あ

る
。

道

中

に
設

け

ら

れ

た

"
蜂

"

(駅

、
宿

駅

)

ご

と

に

"
蜂

長

"

(
宿

駅

の
長

)
が
置
か

れ
、
主

に
各

駅

間

の
期

限
を

切

っ
て
任
務

を

遂
行

さ
せ

る

伝
達
事

項

を
主
管

し
、
馬

匹

の
交

替

つ

ま
り

車
両

の
供

給

の
責

任

を
負

っ
て

い

た
。

こ
う

し
た

駅
伝

制
度

の
確

立

に
伴

い
、
"
蜂
長

"
も
中

国
古

代

に
お
け

る
官

職

の

一
つ
と

な

っ
た
。
古

代

に
お
け

る

"
降
長

"

の
名

称

は
時
と

し

て

"
侯
史

"

と
呼

ば

れ
、
唐

代

(六

一
八

ー
九
〇

七
)

に
は
、

"
騨
長

"
を

"
蜂
官

"
、
"
蜂
吏

"

と

称

し
、
並

び

に

"水

降

"
、
"
陪

蜂

"

が
設
け

ら
れ

て

い
た
。
"水

降

"
は
現
在

の

"港

口
"

(
港

)

・
"硝

美

"

(埠

頭

)

に
相
当

し
、
"陪

降

"
は
現
在

の
汽

車

の

駅

や

バ

ス

タ

ー

ミ

ナ

ル
な

ど

を

含

む

"牟

姑

"

(
駅
)

に
相

当
す

る
。

明
清
時
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